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平成１８年社会生活基本調査 生活時間に関する結果概要 
 

１ １日の生活時間 

（１） 概 観 

    埼玉県に住んでいる１０歳以上の人について、１日の生活時間（週全体平均。以下「週全体」 

   という。）をみると、１次活動１）時間が１０時間３５分、２次活動２）時間が７時間１６分、３次活 

   動３）時間が６時間９分となっている。 

    平成１３年と比べると、１次活動時間は３分の増加、２次活動時間は１０分の増加、３次活動 
   時間は１３分減少した。（表１） 
    これを男女別にみると、男性は１次活動時間が１０時間２９分、２次活動時間が７時間２０分、 
   ３次活動時間が６時間１１分、女性は１次活動時間が１０時間４１分、２次活動時間が７時間 
   １２分、３次活動時間が６時間７分となっており、１次活動時間は女性の方が長く、２次及び３ 
   次活動時間は男性の方が長くなっている。 
 

 

１）睡眠、食事など生理的に必要な活動 
２）仕事、家事など社会生活を営む上で義務的な生活の強い活動 
３）１次活動、２次活動以外で各人が自由に使える時間における活動 
４）家事、介護・看護、育児及び買い物 
５）テレビ・ラジオ・新聞・雑誌及び休養・くつろぎ 
６）学習・研究（学業以外）、趣味・娯楽、スポーツ及びボランティア活動・社会 
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（２） 年齢階級別の生活時間 

    年齢階級別に生活時間をみると、１次活動時間は、男性は３５～４４歳（９時間５３分）、女性 

   は４５～５４歳（１０時間）が最も短く、男女共に７５歳以上が最も長くなっている。 

    ２次活動時間は、男女共に３５～４４歳（男性９時間３２分、女性８時間３３分）が最も長く、 

   これより年齢階級が低い及び高いほど短くなっている。 

    ３次活動時間は、男性は３５～４４歳（４時間３５分）、女性は２５～３４歳（４時間５８分） 

   が最も短く、これより年齢階級が低い及び高いほど長くなっている。（図１） 
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図2　年齢階級別睡眠時間（平成１３年、１８年）－週全体
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（３） 睡 眠 

    睡眠時間は、７時間３７分で、平成１３年と変わらない。 

   年齢階級別にみると、２５～３４歳及び３５～４４歳は増加したが、他の年齢階級では減少した。 

   （図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 仕 事 

    有業者の仕事時間は男性が６時間５５分、女性が４時間４８分で、平成１３年と比べると、男 

   性が２２分、女性が１５分増加した。 

    男女別年齢階級別にみると、男性の６５～７４歳及び７５歳以上を除くすべての階級で増加し、 

   女性はすべての階級で増加した。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3　男女別年齢階級別仕事時間（平成１３年、１８年）－週全体、有業者
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（５） 家事関連 

    家事関連時間は、２時間１３分で、平成１３年に比べると６分増加した。 
    男女別の家事関連時間は、男性が３６分、女性が３時間５０分で、男女の間に大きな差がある。 
    男女別年齢階級別にみると、男性は４５～５４歳を除くすべての年齢階級で増加、女性は１５ 
   ～２４歳、３５～４４歳及び７５歳以上で減少、特に３５～４４歳は大きく減少した。（図４） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 自由活動時間 

   ア 休養等自由時間活動 
     休養等自由時間活動の時間は、３時間３５分で、平成１３年に比べると４分減少した。 
     このうち、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌に費やす時間は２時間１３分で、平成１３年と比べ 
    ると９分減少した。 
     年齢階級別にみると５５～６４歳を除くすべての年齢階級で減少した。（図５） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4　男女別年齢階級別家事関連時間（平成１３年、１８年）－週全体
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図5　年齢階級別休養等自由時間活動の時間（平成13年、18年）－週全体
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   イ 積極的自由時間活動 

     積極的自由時間活動の時間は１時間２１分で平成１３年に比べると８分増加した。 
     このうち趣味・娯楽に費やす時間は４６分で、平成１３年に比べると４分増加した。 
     年齢階級別にみると、３５～４４歳及び５５～６４歳を除きすべての年齢階級で増加した。 
     （図６） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ 交際・付き合い 

     交際・付き合いの時間は１９分で平成１３年に比べると９分減少した。 
     年齢階級別にみると、すべての年齢階級で減少、特に１５～２４歳は２０分と大きく減少し 

    た。（図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6　年齢階級別積極的自由時間活動の時間（平成13年、18年）－週全体
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図7　年齢階級別交際・付き合いの時間（平成13年、18年）－週全体
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２ 主な属性別にみた生活時間 

（１） 在学者 

    学業時間は、高校生の男子が最も長い。 

表２ 男女、在学する学校の種類別学業時間－週全体、在学者 

  総数 男 女 

総数 4:55 4:54 4:57

小学生 4:44 4:51 4:35

中学生 5:42 5:39 5:43

高校生 5:37 5:47 5:27

その他の在学者 3:40 3:29 3:49

（２） 夫と妻 

    妻の２次活動時間は、末子が就学前と就学後では家事関連時間に大きな差がある。就学後は上 

   級の学校になるほど２次活動にしめる仕事等の時間が長くなる傾向がみられる。（図８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      注）仕事等…通勤・通学、仕事及び学業 

図8　ライフステージ、行動の種類別生活時間－週全体、夫（１日の割合）
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図8-2　ライフステージ、行動の種類別生活時間－週全体、妻（１日の割合）
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３ 主な行動の平均時間 

 

 


